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1「合同会社K4 Ventures」の概要

社名 合同会社 K4 Ventures（ケイフォーベンチャーズ）

所在地 大阪市北区中之島三丁目３番16号（関電ビルディング内）

効力発生日 ２０１８年１１月１日

資本金 １千万円

事業目的
・出資を通じての、社外ベンチャー企業の革新的な技術・ビジネスモデルと当社グルー
プの経営資源の活用による、双方の新規事業及び既存事業の成長
・社内ベンチャー企業の発掘、育成

事業内容

・有価証券の取得および保有
・事業資金の貸付
・企業運営に関するコンサルティング
・前各号に付帯関連する一連の業務

社員 関西電力株式会社、株式会社日本ネットワークサポート

代表社員 関西電力株式会社

代表職務執行者 森本 孝 （関西電力株式会社 取締役 副社長執行役員）

HPアドレス http://www.k4v.co.jp/
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○Kanden For（K4）ベンチャーズ。ベンチャー企業の成長と共に歩むパートナーでありたい。
○くろよん※1（K4）建設時の開拓者精神を忘れず、ベンチャー企業と共に新しい領域、未知の
領域に挑む。

社名に込めた想い

〔説明〕
・ 開拓者精神。昭和32年、「くろよん」建設での大町トンネルの掘削工事において破砕帯※2に遭遇し、
掘削工事が暗礁に乗り上げたが、最後まで諦めることなく、７ヶ月の苦闘の末、破砕帯を突破。

・「くろよん」のイメージを前面に出す意味でも、ブルーを基調とした。また、見る角度によって、「Ｋ」「４」「Ｖ」が
読み取れるシルエットを採用した。また、右下のラインは、破砕帯の地下水とダムからの放水を表現している。

・「くろよん」に命がけで挑み、難局を乗り越えた使命感や情熱は、「かんでん魂」として今も脈々と受け継が
れており、この時培った強く熱き思いを忘れることなく、あらゆる局面にベンチャー企業と共に挑んでいきたい。

※１ 黒部ダム・黒部川第四発電所
※２ 岩盤の中で岩が細かく割れ、地下水を溜め込んだ軟弱な地層
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ベンチャー投資の仕組みと投資実績

K4V

社外
ベンチャー

社外
ベンチャー

出資

社内
ベンチャー※

直接、個別のﾍﾞﾝﾁｬｰ
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(～10/31)
Ubie㈱ ㈱環境エネルギー投資
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